
〔吉見

松
が
丘
小
学
校
図
工
ク
ラ
ブ
の
壁
額
づ
く
り

総
合
公
額
南
側
の
道
路
に
，
壁
画

の
道
e

と
し
て
登
場
す
る
援
萄
ギ

ャ
ラ
ソ
l
の
予
想
磁

市
セ
は
、
自
然
や
都
市
機
能
が
鶏
和
し
た
美
し
い
町
並
み
や
、
魅
力
的
な
表
情
を

も
っ
都
市
空
間
を
つ
く
る
た
め
、
「
都
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
「
壁
幽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
、
十

月
七
日
か
ら
問
問
出
陣
さ
れ
る
「
か
な
が
わ
都
市
緑
化
平
塚
フ
ェ
ア
」
に
合
わ
せ
、
総
合

公
開
幽
満
州
閣
の
道
路
脇
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
市
景
説
ま
ち
づ
く
り
は
、
新
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
施
設

平
塚
市
総
合
計
溢
の
重
点
施
策
の
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
た

一
つ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
め
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
都
市

今
年
は
、
市
良
団
体
の
代
表
や
景
観
を
記
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

学
識
経
縁
者
、
市
の
職
員
等
世
議
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
は
「
み
ど
そ
の
一
回
体
で
あ
る
松
が
丘
小

成
す
る
都
市
量
震
耳
委
員
会
に
り
と
怒
史
の
ま
ち
づ
く
り
一
の
一
学
校
で
は
、
警
ク
ラ
ブ
九
人
と

よ
り
、
「
平
塚
市
都
市
祭
畿
基
本
っ
と
し
て
、
平
塚
E
7自
に
建
て
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
五
十
人
の
子
供
た

計
画
」
策
定
の
一
準
備
を
進
め
て
い
努
え
る
消
防
団
第
一
分
団
の
庁
舎
ち
が
利
得
L
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
す
。
を
、
江
戸
時
吋
代
に
あ
っ
た
東
海
道
問
自
主
ク
ラ
ブ
で
は
、
山
本
保
先
生

そ
こ
で
、
都
市
索
開
観
に
対
す
る
宿
場
町
時
問
屋
場
(
宿
駅
総
合
事
務
の
出
向
導
の
も
と
、
子
供
た
ち
が
の

市
良
意
識
の
高
携
を
図
る
た
め
、
所
)
そ
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
建
物
切
に
び
の
び
と
自
由
に
遊
ん
で
い
る
姿

市
民
事
茄
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
癒
す
る
な
ど
、
景
両
親
っ
く
り
に
努
め
を
商
用
紙
に
書
か
せ
、
そ
れ
を
義

爾
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
間
聞
く
こ
と
に
て
い
ま
す
。
に
大
き
な
一
枚
の
絵
に
し
て
い
ま

-
j
h
l
e
s
e
R
a
l
i
a
i
-
-

す
。
魚
釣
り
や
木
登
り
、
ボ
ー
ル

箆
叫
片
民
、
ノ
政
士
一
一
軍
ご
生
法
制

P
3

暗
躍
ず
ん
試
議
中
議
一
女
凋
尚
治
開
制
ヌ
臨
投
げ
、
花
一
摘
み
な
ど
が
描
か
れ
て

時

ζ
品
か
し
〆
れ
》
謡
曲
一
一
結
晶
写
考
会
法

2
c

4
I
l
l
i
-
-
a
e

い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
夢
の
あ
る
を
、
中
等
部
と
高
等
郊
の
五
十
六

笠
扇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
総
合
公
櫨
殺
し
、
総
合
公
窟
南
側
閣
の
広
い
絵
に
山
本
先
生
は
、
満
足
し
な
が
人
が
呂
本
の
地
図
を
デ
ザ
イ
ン
約

額
南
側
の
市
透
追
分
七
辱
線
沿
い
歩
道
か
ら
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
る
ら
も
叶
子
供
た
ち
の
考
品
献
を
み
る
に
表
現
し
た
絵
を
描
い
て
い
ま

に
あ
る
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
と
、
も
う
少
し
大
き
い
壁
瀕
が
ほ
す
。

万
年
容
を
借
用
し
、
県
道
大
鳥
羽
壁
一
函
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
感
想
を
も
こ
の
外
、
崇
善
小
学
校
の
三
年

石
線
(
通
蒜
パ
イ
ロ
ッ
ト
線
)
か
参
L
出
し
て
い
た
た
こ
う
-
と
、
総
合
ら
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
生
百
人
が
、
夢
の
未
来
都
市
を
諮

ら
約
五
吉
川
の
慣
に
、
二
十
日
偽
公
扇
近
く
の
小
晶
子
校
や
中
学
校
、
は
、
自
然
の
中
で
風
船
に
つ
か
ま
い
た
り
、
大
原
小
学
校
の
四
年
か

隔
に
二
十
五
枚
の
壁
遍
在
展
示
し
高
等
学
校
な
ど
十
二
宮
体
(
左
表
り
、
空
を
飛
ぶ
子
供
た
ち
の
楽
し
ら
六
年
生
玄
で
二
十
五
人
が
、
ふ

ま
す
。
の
と
お
り
)
に
創
作
者
お
願
い
し
い
姿
を
制
制
作
し
て
い
ま
す
。
る
さ
と
を
は
ば
た
く
平
泳
山
た
ち
の

鐙
蕗
の
大
き
さ
は
、
縦
了
一
一
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
西
ベ
イ
ン
一
方
、
平
塚
盲
学
校
で
は
、
絵
姿
を
、
中
原
公
子
校
で
は
、
五
-

M
川
、
横
一
ニ
・
六
れ
で
、
管
遥
と
壁
ト
や
平
塚
美
術
協
会
の
協
力
も
得
の
好
き
な
五
人
の
生
徒
が
「
普
段
六
年
生
の
代
表
が
夏
休
み
を
約
帰

画
の
関
に
は
ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ
チ
を
て
い
ま
す
c

書
い
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
画
商
し
て
出
制
作
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

対
i
l
j
i
l
-
-
i
i

に
魅
力
」
、
「
僚
に
飾
ら
れ
る
ヘ
の
趣
向
者
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

一

川

隣

組

「

市

長

の

み

な

さ

ん

に

気

て

も

ら

こ

の

よ

う

に

、

ど

の

毘

体

も

す

の
阜
の
景
え
る
」
と
い
う
一
喜
び
か
ら
創
作
に
ば
ら
し
い
絵
を
制
作
中
で
、
十
克

、
本
問
料

な

市

ト

日

の

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

七

白

か

ら

の

か

な

が

わ

都

市

緑

化

議
街
等
都
ス
れ
絵
は
、
イ
ラ
ス
ト
風
の
夕
焼
け
平
塚
フ
ェ
ア
と
照
時
に
八
脅
さ
れ

思

季

廃

う

暮

不
自
荒
イ
タ
笠
と
緑
の
森
、
恩
返
と
神
間
刷
、
赤
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
繁
く
だ
さ
い
。

枚
い
風
景
の
三
枚
で
す
が
、
余
り
に
な
お
、
壁
磁
ギ
ャ
ラ
リ
!
は

2

も
大
き
な
直
面
だ
っ
た
の
で
、
ブ

ρ
壁
覇
の
選
u

と
し
て
、
市
民
の

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
よ
う
で
み
な
さ
ん
に
広
く
親
し
ん
で
い
た

ず

。

だ

こ

う

と

、

二

年

間

飾

ら

れ

ま

す

平
塚
ろ
う
一
学
校
で
は
、
小
学
部
の
で
、
い
た
ず
ら
等
は
ご
遠
議
く

二
十
一
一
人
が
楽
し
い
ほ
出
獣
の
絵
だ
さ
い
。
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結果

C
部
門
の
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
部

門
が
七
屈
だ
っ
た
。

審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
庖
舗
の
内
・
外
装
、
問
問

明
、
商
品
隊
列
、
接
客
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
、
猪

投
履
物
底
、
リ
ビ
ン
グ
大
和

屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン
葦
が
そ
れ
ぞ

れ
一
等
に
選
ば
れ
た
。

{
A
部
門
}

・
一
等
(
株
)
務
股
履
物
局

・
一
一
等
粋
庵
地
盤
、
(
有
)

荻
野
総
器
庖

・
一
一
一
等
城
之
内
生
花
沼
、

(
有
)
こ
ば
り
、
(
有
)
富
田

平
成
一
元
年
度
居
続
コ
ン
ク
1

庖
で
、

A
部
門
の
中
心
街
物
販

ル
の
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
部
門
が
六
底
、

B
部
何
の
そ
の

今
回
の
応
募
総
数
は
一
一
十
三
他
地
区
の
物
販
部
門
が
十
鹿
、

今
年
に
な
っ
て
交
通
事
故
で
死
二
臼
ま
で
、
交
透
安
全
市
民
総
ぐ
一
導
員
)

亡
し
た
方
は
、
九
月
一
日
現
在
全
一
手
突
会
を
は
じ
め
、
死
亡
事
故
一
③
家
庭
(
自
治
会
、
覧
会
)

国
で
七
千
人
と
な
り
、
昨
年
間
鰐
一
に
つ
な
が
り
や
す
い
二
輪
車
の
無
一
③
成
人
(
会
社
、
事
務
所
な
ど
)

(
六
千
五
百
五
人
)
と
比
べ
る
と
一
談
運
転
へ
の
指
導
、
取
り
締
ま
り
一
マ
内
容

七
$
ム
ハ
が
の
増
。
こ
の
ま
ま
で
は
…
量
点
に
交
送
事
故
の
防
止
を
呼
…
言
語
:
対
撃
芸
員
(
重
の

年
間
で
一
万
三
百
四
十
白
人
と
な
一
び
掛
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
)

っ
た
昨
年
を
よ
湿
り
、
こ
の
十
五
一
な
お
、
車
問
問
の
み
な
さ
ん
に
遊
…
②
歩
行
実
録
。
就
学
的
の
幼
児
1

年
間
同
で
最
悪
と
な
り
そ
う
な
笥
勢
一
接
交
通
安
会
の
大
切
さ
や
、
交
通
…
小
学
校
低
学
年

で

あ

る

。

一

事

故

の

こ

わ

さ

、

悲

惨

さ

を

再

認

一

③

自

転

套

霊

小

学

校

3
年
生

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
は
、
二
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ヌ
護
主

5

日
現
在
一
一
一
百
六
十
七
人
の
方
が
死
一
全
教
室
長
い
て
い
る
。
一
③
街
頭
指
導
護

P
T
A
、
徳
一

一

亡

し

て

お

り

、

北

童

の

コ

一

百

九

一

申

し

込

ま

れ

た

隠

筆

具

に

語

重

な

ど

一

…
十
匹
人
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト
第
二
一
あ
ね
せ
た
わ
か
り
や
す
い
教
室
一
豪
語
対
警
官
会
員
(
交
通
安
一
枯
草
に
よ
る
火
器
、
ひ
と
た

位
を
続
け
て
い
る
。
一
の
一
亡
、
こ
の
機
会
に
地
域
や
職
場
一
会
映
扇
を
上
涙
)
一
び
発
生
す
る
と
燃
え
広
が
り
、
建

こ
の
よ
う
な
沃
況
の
中
で
、
五
一
な
ど
で
利
用
し
、
も
う
一
度
交
通
一
マ
申
込
…
先
交
通
安
全
課
交
通
安
一
物
な
ど
に
慈
焼
す
る
こ
と
が
多
く

同
月
に
神
奈
川
川
受
益
宝
石
退
京
協
一
安
全
応
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
…
全
孫
(
内
線
二
五
回
)
一
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

議

会

で

は

、

事

故

が

品

桑

し

、

ま

一

い

た

だ

き

た

い

。

一

一

消

防

護

で

は

枯

草

に

よ

る

火

災

喜
多
発
が
予
想
さ
れ
る
地
域
と
一

l

i

l

i

-

-

-

一
喜
ぐ
た
め
、
毎
年
空
き
地
な
ど

れ
千
明
日
許
仁
田
一
款
の
行
政
相
相
談
開
く
一
d
H
U
H
-持
叫
仕

せ

た

交

通

事

故

防

止

対

策

を

す

す

一

一

の

土

地

を

所

有

し

て

い

る

方

に

綾

め
て
い
る
。
一
市
内
に
は
、
現
在
五
人
の
行
政
一
で
の
一
連
聞
は
、
第
一
一
十
王
閉
秋
一
筆
を
刈
り
取
る
よ
う
お
綴
い
し
て

九

月

一

一

十

五

か

ら

一

一

千

日

の

一

一

の

話

裏

書

室

庁

)

。

一

い

る

。

十

日

間

、

秋

の

全

鐙

交

通

安

全

運

一

一

市

で

は

、

こ

れ

に

先

立

ち

、

行

一

雑

草

は

青

葉

の

う

ち

が

刈

り

取

動

が

実

施

さ

れ

る

が

、

平

塚

市

に

一

一

語

談

委

員

に

よ

る

霊

票

所

り

や

す

い

の

て

枯

れ

草

と

な

ら

お
い
て
は
、
今
協
の
ヌ
治
安
全
運
一
一
争
時
間
く
。
費
用
は
か
か
ら
す
、
ま
一
な
い
う
ち
に
刈
り
取
っ
て
い
た
だ

‘
。
一
鰹
法
議
槙
談

9
月
初
日
(
水
)
、
計
日
(
水
)
、

日
月
4
日
(
本
)
、
日
日
(
水
一
、

予
約
制
(
篭
語
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

。
登
記
、
品
開
託
、
潤
援
椙
談
叩
月
日
日
(
金
)
、
日
時
I13
訪
時

。
一
融
市
渓
棉
緩
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
包
容
第
2
・第
4
土
曜
は
除
く
)

O
議
襲
生
活
輯
鋭

9
月
目
臼
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

日
月
6
日
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、
9
時
自
民
時

O
申
北
部
単
金
相
談
日
月
日
日
(
木
)
、
叩
碍
3
日
時

。
一
発
坊
帯
築
特
斜
計
相
談
日
月
9
B
(
同
月
)
、
四
時
1
日
時

。
下
線
数
出
引
縄
毅

9
月
幻
自
(
木
)
、
日
時
担
分
S
同
時

。
住
宅
輔
綴

9
月
四
日
(
火
)
、
日
時
3
国
時議

諸

を
職
問
少
年
網
棚
談
窓
(
市
民
ゼ
ン
タ
1
)
潟
j
七
一
一
一
一
一

Rt、ー金曜日
9
時
i
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
悩
忍
」
と
は
w
ヤ
ン
ゲ
テ
レ
ホ
ン
8

お

j
七
八
一
一
一

O

丹
1
土
曜
日
9
時
1
団
持
部
分

議

役

会

館

お

j
一一一一一一一一一一一

O
心
叡
ご
主
相
談
華
母
月
曜
日
、
日
時
5
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
堀
毅
揮
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
i
四
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で
(
第
2
・第
4
土

曜
は
除
く
)

。
結
婚
縁
談
毎
濁
パ
口
曜
日
、
日
時
1
日
時

(窮
3
臼
曜
日
を
除
く
)

。
母
乎
輔
副
輯
嬉
選
月
1
金
曜
日
、

9
時
t

、1
日
時

。
家
護
問
桔
議
棉
談
毎
嘩
耳
f

、
金
曜
日
、

9
時
1
日目時

。
高
齢
岩
轟
球
離
帯
毅
聾
週
芹
1
金
曜
日
、

9
時
泊
分
1
M時

土
壇
日
は
立
時
ま
で
(
窮
2
、
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
購
入
相
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
1
話
時



広
報
課
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
覧
)
1総
合
公
園
(
接
交
・
レ
ス

ん
に
市
内
の
施
設
を
見
了
い
た
だ

1
h

ハ
ワ
ス

)
L平
塚
郵
品
開
局
1
浅

く
た
め
の
施
設
見
学
会
を
閤
聞
く
。
藤
原
一
般
車
蹄
棄
物
最
終
処
分
場
了

今
回
は
、
新
し
く
脅
渓
し
た
一
平
市
役
所
(
午
後
4
持
お
分
)

塚
郵
便
日
間
ゃ
、
総
合
体
育
館
を
残
門
V

定
員
各
日
出
入
(
先
議
煩
)

し
て
九
月
中
に
完
成
す
る
総
合
公
ヤ
持
参
す
る
も
の
雨
具
、
昼
食

A
V

岡
崎
な
ど
を
観
光
パ
ス
で
ご
案
内
す
代

十
十
る
。
グ
ル
ー
プ
連
れ
で
も
震
で

懇
a

出
申
し
込
み
方
沖
瀦

威
内
き
る
の
で
お
申
し
込
み
を
。

継

い

で

い

る

孫

皇

さ

ん

(

五

十

一

江

主

警

買

お

臼

玉

、

申

し

込

み

は

、

は

が

き

に

重

搭

一

一

ぎ

ろ

と

暮

ら

し

て

い

る

o

f

錦

繍

雪

(

木

)

〈

長

選

〉

白

、

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、

電

話

竺

い

り

の

せ

い

れ

竺

報

一

↓

rpm役

引

所

主

ホ

ヰ

午

民

間

り

は

む

刊

誌

繍

一

室

に

お

一

芸

の

ご

撃

。

吋

来

一

議

3
1九

フ
市
役
所
(
午
前
9
霊
長
-
一
一
五
)
へ
。

お

年

も

ま

た

来

ま

ず

か

ら

、

還

を

一

窓

生

大

ご

み

露

処

理

守

会

運

総

合

八

ム

空

襲

τ

た

蕊

大

切

に

」

と

い

う

石

川

市

長

に

、

一

博

物

抽

出

(

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

続

レ

ス

ト

ハ

ウ

ス

務
一
市
長
さ
ん
も
お
元
気
で
い
と
答
一

一

え

主

義

で

見

送

ら

れ

た

一

疋

十

年

を

ず

ら

れ

た

主

百

八

一

に

掲

示

す

る

コ

l
h
1
j
j
j
;
;
;ペ
引

は

り

一

一

刷

、

主

主

制

女

性

の

最

高

年

齢

者

は

、

制

御

殿

一

五

組

と

、

六

十

年

主

え

ら

れ

…

義

せ

い

た

だ

君

主

護

一

浄

化

権

ブ

ェ

ス

一

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

を

き

。

ご

来

伐

に

あ

る

平

塚

特

別

義

援

老

人

ホ

l

一

一

た

夫

委

一

一

一

十

六

絡

に

お

祝

い

の

記

一

e

警

暴

材

と

し

た

俳

句

、

短

了

ア

イ

パ

ル

安

一

雪

。

ん

ム

で

蓄

し

て

い

ら

れ

る

一

一

一

橋

一

ゴ

一

向

部

て

え

襲

(

一

長

)

で

受

口

ハ

マ

大

島

(

議

)

一

査

が

贈

ら

れ

た

。

長

、

弱

な

ど

…

ノ

一

マ

ロ

μ
時

芦

1
日

宜

主

制
シ
さ
ん
(
百
一
一
歳
〉
。
一
会
ア
ル
窟
ケ
践
(
喜
一
一
方
、
七
f
七

歳

以

上

の

ま

一

芸

警

の

版

室

長

誠

一

'

好

き

な

植

物

語

ず

る

議

土

古

一

二

「

浄

化

機

の

一

語

1
午
後
3
時

泊
三
一
摘
さ
ん
も
や
わ
ら
か
い
物
な

7
佐
川
キ
ヨ
簿
一
蹴
(
的
理
一
寄
り
六
千
二
百
一
一
一
L

五
人
笠
毅
一
シ
ョ
ー
で
は
足
恐
怖
の
日
談
話
判
長
時
路
一
口
問
(
小
説
、
建
俳
句
綬
敬
、
一
日
」
o
私
た
ち
の
生
活
環
境
が
い
一
マ
ム
広
場
ば
叫
ん
ど
ル
雨
広
場

一
言
ん
で
も
よ
く
食
べ
、
療
の
竺
・
大
野
ヤ
ソ
土
屋
(
量
一
い
主
っ
と
、
九
月
十
二
豆
富
山
一
さ
れ
、
会
場
一
言
霊
雪
か
…
川
柳
喜
一
一
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
て
る
き
一
マ
内
容
静
化
槽
の
票
仁
義

冷
車
が
予
も
ど
お
し
い
と
い
う
ほ
ど
一
暢
森
谷
ヨ
ネ
古
関
根
(
犯
裁
)
一
セ
ン
タ
ー
で
「
平
塚
市
警
官
華
民
一
ら
盛
ん
円
怖
い
手
が
送
ら
れ
た
。
プ
大
切
に
し
て
い
る
鉢
時
間
、
桜
木
一
考
え
て
も
ら
っ
臼
で
あ
る
。
一
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

都
お
元
気
。
特
に
、
牛
乳
と
ヨ
l
グ
一
ふ
見
山
一
つ
め
潜
ケ
原
高
裁
)
一
会
一
が
問
問
か
れ
、
そ
の
席
上
結
婚
一
て
家
の
周
り
に
あ
る
花
の
名
一
事
一
市
で
は
、
こ
の
臼
に
あ
わ
叶
」
で
一
マ
伺
い
ム
ロ
わ
笠
冗
環
境
重
審

問
ル
ト
を
よ
く
食
べ
る
と
耳
語
さ
れ
、
一

{

j

i

l

l

l

i

l

i

-

-

j

i

i

!

…
名
木
、
支
、
震
な
ど
一
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方
悲
喜
一
霊
童
第
二
係
(
内
線
一
一
回
一
一
)

↑

市

長

の

訪

問

に

み

な

さ

ん

大

前

章

一

ゑ

深

井

誠

二

了

サ

ー

ク

ル

に

お

け

る

活

動

一

|

|

九

日

日

一

号

一

円

九

日

日

臨

時

間

十

日

日

一

ん

月

日

子

還

ま

い

の

九

一

議

詑

フ

ェ

ア

に

参

加

勝

争

一

ト

時

間

ド

日

日

?

に

入

れ

一

三

一

Z
の

定

一

tfF
釦
比
十

…
目
訂
正
当
時
五
目
立
一
U
T
j
u
u
主

義

?
Z
Jえ

と
な
っ
ち
ゃ
ん
守
口
問
限
七
割
L
U
V

一
賂
検
査
で
す
す
い
ほ

(55(ホ
)
守

一

の

一

義

者

と

な

っ

た

。

一

。

童

書

袋

町

(

百

五

歳

二

一

暴

走

一

)

一

攻

り

引

き

や

襲

(

聴

取

り

引

一

拐

、

午

後

市

民

セ

ン

タ

7

一
古
田
さ
ん
は
、
警
カ
ズ
さ
ん
一
二
一
橋
ヨ
シ
襲
(
百
二
啓
一
ぷ
ど
り
と
諮
ろ
う
花
と
遊
…
な
が
わ
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
吋
ひ
ら
一
一
百
一
一
十
一
人
の
応
募
の
ま
ら
…
一
さ
に
書
す
る
よ
計
量
器
(
は
か
…
o
U
B
玉
、
日
日
(
金
)
午

二
七
十
一
一
歳
)
や
思
議
人
の
跡
を
了
雨
宮
亙
古
代
濯
ケ
涼
(
吉
一
歳
)
一
ほ
う
が
を
一
フ
T

言
、
語
去
一
っ
か
グ
リ
ー
ン
タ
ッ
五
が
十
一
「
く
す
丸
く
ん
い
と
「
な
っ
ち
ゃ
…
よ
十
ト
ト
ト
グ
ル
?
一
り
)
の
車
検
査
が
行
わ
れ
る
。
…
前
、
午
後
競
輪
場

月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
総
合
公
一
ん
」
に
決
ま
っ

L

一

一

検

査

対

象

の

計

議

器

を

所

有

し

…

※

午

前

は

9

持

小

山

分

i
u

霞

で

関

か

れ

る

が

、

震

の

み

な

一

7

r

j

f

ッ

ト

事

長

一

て

い

主

は

、

葉

会

場

へ

。

一

分

、

主

は

み

1
3持

さ
ん
に
↓
首
長
ρ

泊

し

て

い

た

だ

く

コ

一

一

み

ど

十

円

滑

紘

一

一

長

寿

象

霊

妻

、

常

務

、

す

向

い

会

わ

せ

先

望

書

業

l
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
一
一
ア
マ
チ
ュ
ア
こ
よ
る
手
づ
く
り
一
身
体
検
査
、
出
荷
運
賃
露
出
な
一
係
(
内
線
五
六
一

た

お

出

し

量

を

。

一

:

コ

一

一

JJ7川
葬
品
一
一
品
や
着
な
く
な
叶
た
議
、
持
し
一
ど
に
使
射
す
る
計
四
霊

ま
た
、
市
民
の
木
「
く
す
の
一
一
入
れ
で
照
っ
て
い
る
毅
答
品
な
ど
一
マ
検
査
呂
時
、
会
場

き
」
と
Z

市
民
の
花
「
な
で
し
こ
」
一
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
、
一
を
自
治
に
売
っ
た
り
、
資
っ
た
り
一
@
9
月
刊
山
口
凶
(
月
)
午
前
、
午
後

の
マ
ス
コ
y
ト
の
愛
称
は
、
一
千
一
期
問
中
「
み
ど
り
の
テ
ー
マ
舘
」
一
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
一
中
央
農
協
議
泊
支
所

F

一
一
〉
間
期
間
m
R
7
向
日
(
土
)
く
328
…
@
m
g
(
火
)
午
前
中
央
農
協
持

、
ふ
い
町
一
門
口
(
臼
)
一
部
十
品
附
、
午
後
金
四
回
公
渓
抽
出

わ

ち

了

時

間

午

鈴

ぬ

時
i
午
後
4
持
了
幻
臼
(
水
)
午
叫
則
、
午
後
大
野

之

を

五

重

数

百

局

(

先

章

一

公

民

館

と
一

1
臼
の
み
の
山
山
活
も
可
て
お
日
(
木
)
午
前
、
午
後
泡
北

山
一
中
出
産
料

1
日
五
百
何
一
公
民
館

丸
一
マ
申
込
期
限
9
河
町
四
日
(
会
U

一
o
m
日
(
金
)
午
前
、
午
後
大
原

口
一
ャ
申
込
先
環
境
衛
生
業
務
謀
業
一
小
学
校

材
一
務
係
(
内
線
京
一
一
一

O)

一
-
m
月
2
臼
(
月
)
午
前
、
午
後

翻
で
受
付
時
間
毎
日
午
後
ー
マ
言
語

午
後
4
持

ま

で

一

・

3
日
(
火
)
午
前
浜
岳
中
学
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市
内
に
は
、
現
在
二
百
九
十
に
よ
る
牛
乳
ま
つ
り
も
同
時
に

二
戸
の
畜
産
農
家
が
乳
牛
凶
千
棟
か
れ
る
。

五
召
二
十
頭
、
豚
一
万
一
千
三
当
臼
は
、
頭
書
用
た
い
胴
船
符

百
八
十
頭
、
鶏
四
千
八
百
羽
を
牛
乳
e

豚
汁
の
無
料
配
布
の
ほ

飼
育
し
て
い
る
。
か
、
ご
家
族
で
楽
し
め
る
催
し

十
巾
で
は
、
食
生
活
上
高
た
ん
物
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
る
。

ぱ
く
質
を
供
給
す
る
斎
援
を
環
お
嬬
い
セ
お
出
掛
げ
を
つ

解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
動
、
{
講
演
会
'
縫
療
で
幾
峯
き
ず

物
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
も
ら
る
た
め
の
食
生
活
〕

う
た
め
密
度
共
進
会
安
調
く
。
マ
臼
時

Q
d
同
月
日
ω
B
(
祝
)
午

今
年
で
三
十
七
口
出
を
数
え
る
が
後
1
時
1
2時
ぬ
分

こ
の
程
そ
の
間
開
催
日
が
決
ま
っ
マ
会
場
県
農
業
会
館

た
。
今
年
は
嬢
牛
乳
普
及
協
会
マ
講
溺
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大

病
段
中
村
了
次
氏

装
養
護
耳
、
支
ま
つ
り
}

マ
日
時
古
河
川
山
田
(
臼
)
午

前
9
持
よ
後
4
符

マ
会
場
総
合
公
開
圏
内
多
自
的

広
場

マ
市
内
容

〈
藤
森
県
選
耳
考
家
務
コ
ン
テ

ス
ト
、
子
供
動
物
村
、
青
空
市

場
(
肉
、
は
ち
み
つ
等
の
販

売
)
、
手
造
り
パ
タ

1
笑
演

〈
牛
乳
ま
つ
り
〉
乳
牛
の
写
生

大
会
、
酪
農
教
室
、
ミ
ル
ク
シ

ェ
ー
ク
@
チ
ー
ズ
試
食
、
子
供

お
滋
ぴ
コ
ー
ナ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
元
農
産
諜
畜

産
係
(
内
線
五
回
二
)

お気緩むご李弱者を/
ο望月20"， (氷〉
.10碍~12時 二大野公民館

。 14時~16時 四之宮公主号館

・ 19時~21時八幡公民館

09)奇26詞{火〉
.10時~12時なでしこ金銭

・ 14時~16時海岸地区会館

19時~21時花水公民館

010月118ゆく}
.14時~16時須賀公民館

明日時~21時 ノノ

問 い合わせ広報課l広糠係〔内線
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四

日

小

館

館

日

目

n
m
日
館
日
館
館
館
館
館
館
館
館
日

n
u

一

予

古

河

湾

月

水

育

育

月

汚

汚

月

月

育

月

青

青

育

育

背

膏

古

ZH月
月
月

一
似
体
印
日
花
体
体
!
日
目
印
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体
日
体
体
体
体
一
体
体
体
一
体
印
日
目

一

ン

校

校

校

校

小

校
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校
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校

校

校

校

校

校
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校

校

校
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1

学
学
学
学
こ
学
学
学
学
学
中
学
学
学
学
学
半
学
学
学
円
一
二
三
子

消火は落ち驚いて、すばやく

九
丹
一

5
は
「
防
災
の
日
」
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
地
区
伶
民
と
紡

今
年
も
八
月
二
十
七
日
と
九
月
一
災
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
た
な
で
し
こ

臼
の
ニ
臼
問
、
総
合
防
災
訓
練
が
小
学
校
の
児
童
が
参
加
し
ま
し

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
。

し
か
し
、
二
十
七
日
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E番号を記入し「干254平塚市見附町15--1市民セ

ノター内ひらつかカルチャー事業選管委員会」へc

(1人 1枚)締め切り 10月 6日
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記
録
が
誕
生
し
た
。
各
種
点
吉
川
自
由
形
平
喜
子

一

ス

ポ

j
ツ

大

会

開

く

一

品

場

見

君

主

2
雲
一
寸

i
J
I
B
主
主
ぺ
ハ
バ
γ
i

一

口

河

川

L

!

ナ

メ

ン

ト

お

っ

十

立

ペ

ピ

1
1百
倍

さ

れ

た

方

針

U
1
一

(

れ

お

ブ

主

計

醐

J
?二
一

歩

、

。

完

F
」
J
h

問、鋼明、
J
-一F
P持
軍

需

一

一

一

一

同

一

議

室

一

ヌ

場

軍

事

繍

ワ

欝

譲

詑

憩

朝

議

一

一

マ

季

語

需

の

事

務

所

、

一

4

1

u

V

小
学
校
男
子
お
言
語
一
中
)
お
秒

4

一

出

場

者

を

募

集

し

て

い

る

一

エ

茄

料

…

千

円

一

司

主

主

¥
j
d
4

鍾

Z

4

2

一
事
業
所
で
編
成
し
た
チ
1
ム
一
マ
申
込
期
限
背
幻
自
主
一
佐
々
木
篤
(
地
小
)
日
秒
7
了
間
豆
半
泳
添
田
忍
(
金
…
組

曲

一

な

お

、

申

し

込

み

が

幻

チ

ー

ム

一

平

塚

ス

ポ

ー

ツ

振

興

財

団

で

一

ち

の

丹

、

水

、

金

曜

日

・

全

5

回

一

門

V

登
録
人
員
一
マ
艶
督
会
議
お
よ
び
抽
選
会
一
・
向
日
幻
自
由
形
猪
俣
豪
(
く
一
中
)
1分
お
秒
7

一
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
一
〔
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
一
以
上
の
場
合
は
審
議
の
当
日
一
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
殺
し
み
楽
し
ん
一
，
時
間
午
前
古
語
マ
ロ

E
aバ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
1
、
コ
一
・
背
百
(
火
)
午
後
7
碍
一
ら
げ
ク
ラ
ブ
)
訂
秒
5
一
白
票
背
泳
田
中
亜
矢
子

一
の
奪
迎
え
て
し
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
一
マ
警
背
2
臼
(
月
)
品
五
選
に
よ
り
決
定
す
る
。
言
言
、
つ
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一
マ
会
場
見
総
合
体
育
館
…

i
T、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ー
、
選
了
事
長
ム
ロ
体
育
館
2
警
一
・
向
怒
川
平
泳
毒
事
(
横
一
(
松
延
S
C
)
お
秒
8

一

会

を

開

く

。

ご

参

加

究

一

日

(

水

)

一

姦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

一

を

開

く

。

一

マ

対

象

市

内

に

お

住

ま

い

か

亘

書

(

男

子

の

み

一

)

白

人

制

一

議

室

一

2
誇
8

一
言
語
抗
リ
レ
ー
撃
の
部

で
婦
人
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
一
忌
関
第
1
試
合
午
後
5
喜
一
マ
日
時
背
昔
(
木
)
午
前
一
{
鎗
2
要
一
年
サ
ッ
カ
ー
警
}
一
勤
め
の
婦
人
別
人
事
選
丁
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
監
督
一
言
、
去
最
高
育
費
体
ナ
間
切
れ
平
泳
壁
克
泰
(
横
中
原
5

1

2

分

話

2

開

会

一

分

、

第

2
試
合
午
後
7
時
間
一
分
一

9
時

一

マ

ヨ

持

ぬ

月

8
日
(
臼
)
午
前
…
マ
参
加
料
一
千
五
一
白
内
一

L
選
手
お
(
男
子
の
み
)
一
育
課
(
重
出
引
!
士
一
O
六
〈
)
)
一
内
小
)
叫
秒

4

7

伺
女
子
の
部
松
延
5

C

2

で
日
時

9
長

田

(

木

)

午

前

一

守

会

場

語

中

学

校

ほ

か

一

マ

会

場

長

ム

ロ

体

重

石

ヤ

ロ

時

一

家

3
襲

人

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

教

了

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

数

千

、

章

一

一

白

書

ジ

レ

ー

富

小

1

5

8秒
5
新
記
録

一
9
時

一

マ

競

技

方

法

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

、

一

マ

競

技

方

法

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

、

一

マ

会

場

大

原

小

学

校

一

窓

一

5
1
7
(
妻

混

合

)

…

一

輪

車

競

技

会

一

一

孝

之

官

場

桃

浜

霊

場

一

5
回

戦

一

幻

自

…

3

セ

ッ

ト

マ

ッ

チ

一

V
対
象
小
学
4
霊
以
上
部
人
一
マ

B
程

背

2
1
u
Z
R
了
卓
球
監
督
入
墨
色
(
男
一
平
塚
一
輪
車
協
会
で
は
、
第
六

で
競
技
方
法
ダ
ブ
ル
ス
ト
l
ナ
一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
参
加
喜
市
内
に
お
住
ま
い
一
(
釜
高
)
一
の
毎
週
月
、
水
、
金
警
咽
喜
一
5
、
女
1
)

一
随
神
奈
川
県
高
車
競
技
会
平
塚

一
メ
ン
ト
、

6
ゲ
ー
ム
先
塚
一
か
お
勤
め
の
方
(
お
歳
以
上
)
で
一
の
主
婦
ま
た
は
鉛
歳
以
工
の
婦
人
一
マ
参
加
料
五
百
川
円
一
間
了
軟
式
庭
球
監
督
1
、
選
手
5
一
大
会
を
開
く
。

で

参

加

皆

様

市

内

に

お

住

ま

い

一

編

成

し

た

チ

ー

ム

一

三

1
ム

ロ

人

)

一

マ

申

込

用

存

9
5日
(

月

二

図

書

第
1
コ
ー
ス
壬
間

9持
マ

日

時

百

5

日

宣

言

明
の
主
婦
ま
た
は
お
歳
以
上
の
婦
人
一
マ
申
込
湾
湖

9
月
叩
同
日
(
月
)
一
マ
申
込
期
限
切
月
3
日
(
火
)
で
J

一
お
分
1
m持
組
分
、
第
2
コ
ー
ス

8
時
1

で
申
込
煽
限

9
Z臼
(
金
二
、
幻
自
(
金
)
一
マ
代
表
雲
議
お
よ
び
抽
選
会
一
警
護
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
数
一
午
前
山
宮
分
i
u時
中

会

場

大

機

ロ

ン

グ

ピ

i

差

問

な

お

、

試

合

お

よ

び

ベ

ア

に

つ

一

マ

監

督

会

議

お

よ

び

抽

選

会

了

日

時

ぬ

月

5

臼

(

木

)

午

前

一

窪

(

中

級

)

〕

一

マ

会

場

見

室

同

体

育

館

車

場

ま
い
て
は
当
日
抽
選
と
な
る

0

7

臼

持

品

昔

(

火

)

午

後

五

待

券

言

程

背

9
?背
の

う

一

マ

対

象

需

に

お

住

ま

い

の

婦

?

競

技

警

一

審

暴

走

②

l
 

s

u

一
千
五
百
日
制
競
走
③
大
回
転

制

ー

へ

時

計

三

口

れ

足

吟

ス
⑦
ハ
ン
ド
ル
一
輪
叢
レ
ー
ス

南
学
校

主
義
語
宝
石
本
裳
前
人
ア
メ
フ
ト
(
有
料
)

日
時
警
視
庁
対
清
水
建
設

善 ノj、
港ノj、
松[車小

富士見人

浜吾'1'

なてし
真土ノj、
八崎小

中 J京イ、
関係ノj、
大野小

松が丘ノ」
之$El:iノj、
手賞内ノj、
豊田 b
Z成鳥 4、
金目小

みすぼノJ
丸旦 、々

勝 l註小

子ノj、
て在日J，J、
隅崎小

土足小

、

L時

語

( t玉〉

05!調守合体害事童書〈電話31-3出 7)

・努脅友野霊題 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式躍球(へ 16時〉、パレー (16持

• 9汚呂田(湾}午鞭ヱ時~午鞭8時

・10月 9 日{丹) ノノ 10月1513(13)午後 1草寺開演

く 〉 出 演 斧 洋 子 、 カ ン ジ ャ マ ( パ ン ト マ イ ム )

く〉ふれあい巷参加・江務中学校ブラスパンド

・浅香宰{~の会(積劇舞踊)

@っちゃホームハワイアンダンシングチーム

※入場繋理券 9月26日(火)から市民セン夕 、福祉会館、M

N ピjレ市民窓口センタ一、市役所窓口、市立公民館で殿布

助問い合わせ 福祉部福祉総務談(内緯217)

F信渓12ンターホーjレ

とさ

会場

霊童曲にヨ将F脅でき雪ます

ただし、占務はで曹ません



わ
っ
て
み
た
ら
、
き
ゆ
っ
き
ゆ
っ
一
ー
が
1
い
う
お
と
を
き
く
と
、
ぼ
一
{
中
年
か
ら
の
健
康
づ
く
り
}

と
お
芯
が
し
て
つ
る
つ
る
に
な
り
一
く
も
さ
れ
て
い
る
か
ん
じ
に
な
っ
一
日
月
刊
品
目
(
土
)
午
後
7
時
1
9

ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
に
、
一
て
、
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
ま
す
。
ほ
一
時
、
講
飾
県
教
育
セ
ン
タ
ー
教

「
は
が
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
な
る
の
一
ん
と
に
や
っ
た
ら
な
い
ち
ゃ
い
ま
一
事
費
暴
露
氏

は
、
じ
よ
う
ず
に
み
が
け
た
し
ょ
一
す
。
一
{
神
奈
川
の
経
済
}
ロ
月
刊
団
自

白

う

こ

だ

っ

て

せ

ん

せ

い

が

お

し

一

日

か

な

い

よ

。

い

や

だ

よ

」

一

(

土

)

午

後

7

時

3
9開
講
師
一

5

え
て
く
れ
た
よ
」
一
と
い
っ
て
、
に
げ
て
い
く
と
お
も
一
平
塚
信
用
金
庫
常
務
理
事
糖
信
一

と
い
っ
た
ら
、
お
か
あ
さ
ん
も
ゆ
一
い
ま
す
。
だ
か
ら
む
し
ほ
に
な
ら
一
孝
文
氏
一

間
第
十
八
回
平
塚
市
街
暴
走
豆
、
議
予
定
す
き
豆
、
霊
美
保
育
野
中
1
一
び
で
や
り
ま
し
た
。
き
ゆ
っ
き
土
な
い
よ
う
に
、
苦
急
い
て
い
ご
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
入
生

L

ヱ
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
一
マ
入
選
加
藤
美
和
(
富
士
克
小
豆
、
荻
原
久
美
子
(
浜
章
二
つ
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
た
り
で
や
一
ま
す
。
一
こ
れ
ず
り
の
警
窓
口
月
お
一

元
町
れ
、
各
学
校
か
ら
部
門
ご
と
に
応
一

4
年
)
、
藤
田
豊
嘉
泥
水
小
3
一
年
)
、
湯
川
美
穂
(
中
原
中
2
年
こ
っ
た
ら
お
ん
が
く
か
い
み
た
い
で
一
そ
れ
か
ら
、
は
が
じ
よ
う
ぶ
に
一
口
工
祝
)
午
前
九
山
時
1
2時
一

語
募
(
小
学
校
一
一
点
、
中
学
校
一
一
一
点
一
年
)
、
中
島
義
(
景
品
)
、
一
さ
ゆ
っ
き
ゆ
っ
一
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
、
一
な
る
よ
う
に
、
ち
っ
ち
ゃ
い
さ
か
プ
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
i
ム

ロ

一

:
一
以
内
)
し
た
作
品
百
八
十
点
の
中
一
高
石
恵
美
子
(
八
幡
小
4
年
)
、
一
一
「
よ
い
こ
と
を
お
し
え
て
く
れ
た
一
な
や
ま
め
、
や
注
い
な
ど
、
す
き
一
月
2
尽
(
土
)
午
後
2
時
3

4
一

一
か
ら
、
こ
の
程
入
賞
作
品
一
千
八
一
安
重
量
子
(
神
間
関
小
3
茸

)

一

と

な

る

よ

ノ

一

ね

」

一

き

ら

い

を

し

な

い

で

、

よ

く

か

ん

一

時

出

演

裏

一

民

ソ

リ

ス

テ

ン

一

一
点
が
決
ま
っ
た
入
賞
さ
れ
た
方
一
{
小
学
5
5
6年
生

選

一

4
7義
太

君

一

と

に

っ

と

り

?

ぎ

し

た

一

で

た

べ

て

い

ま

す

。

一

マ

会

場

M
Nピ
ル
第
2
会
議
室
一

一
方
は
次
の
と
お
り
。
(
義
母
一
マ
優
秀
黒
沢
亜
希
子
(
山
下
小
一
一
ぼ
く
は
、
は
い
し
や
さ
ん
が
き
一
い
つ
も
、
は
が
き
ゅ
っ
き
ゆ
っ
一
言
2
日

の

み

中

央

公

民

館

)

一

事

。

一

月

3

日

(

火

)

一
〔
小
学
1
5
2
誕
生
選
一
皇
、
森
千
夏
(
な
で
し
こ
ー
小
宮
小
学
校
一
三
ら
い
で
す
。
む
し
ば
を
け
ず
る
が
一
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
す
定
員
各
百
四
十
人
(
先
着
損
)
一
マ
品

9
2
B主
午
後
一
{
不
動
産
フ
ェ
ア
ご
受
信
環
境

一

マ

優

秀

加

塁

手

ほ

と

6
5

一
ぼ
く
は
、
い
ま
の
と

S
E
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
一
マ
申
込
先
社

bi指導
係

一

言

喜

一

2

一
2
年
)
、
今
本
健
太
(
金
呂
小
1
一
マ
入
選
山
本
山
景
子
(
松
が
丘
小
一
ば
が
い
つ
ほ
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
ナ

E
A

一
(
内
管
主
自
)
一
マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
ア
期
間
印
月
5
臼
(
木
)
♂
丸
山

一

年

)

…

5
5、
喜

美

子

(

富

士

見

小

一

そ

れ

は

ま

い

に

ち

い

っ

し

ょ

う

一

生

護

学

費

講

産

開

く

γ
;
;
J
J一

マ

出

演

者

襲

撃

平

襲

、

一

;

一

マ

入

選

秦

野

愛

(

真

土

小

2

一

5

年

)

、

金

雲

泥

水

小

5

一

け

ん

め

い

に

、

お

か

あ

さ

ん

と

み

一

;

一

一

m

一
一
玄
内
喜
久
夫
、
坂
口
重
ほ
か
一
{
ひ
ま
わ
り
喜
グ
ル
1
・
議

官

一

一

民

間

町

一

打

目

立

H
P均一一
h
f
5一
誌

の

れ

ど

は

村

山

一

社

会

教

育

課

へ

申

し

込

み

を

一

一

擁

川

町

小

一

一

マ

警

愛

と

偶

然

の

敗

れ

一

富

山

長

臼

(

木

)

v

丸山

一

一

一

一

一

。

一

一

認

c
ン
一
一
マ
入
場
料

5
席
二
一
千
円
、

A
席
一
日
(
火
)

も
せ
て
星
野
賀
月
(
真
土
小
2
一
円
安
の
義
一
よ
い
与
っ
と
う
の
て
れ
ぴ
で
み
一
教
育
委
員
会
で
は

J
人
生
1
一

を

一

一

公

認

土

一

二

千

五

再

、

B

席

一

千

五

真

一

ぷ
革
)
、
井
上
彩
子
(
み
ず
ほ
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17B 31臼

18日

19臼

19臼

20日

21日

24日

24臼

11臼 25臼

12臼 26B

12白 26B

13日 27日

開設時間 13時 30分 c--14時四分(ふじみ野白地

14時~"_15時) ※印は15時 ---168寺

' 雨 天 の と き は 中 止

土屋小学校

※吉沢公民館

※松延小学校

金目小学校

※みすぼ小学校

※万回貝塚市営住宅

ふじみ野団地集会所

海 宝 寺

※重量密公民館

※密村ちびっこ広場

塙豆急公民館

小 説・文学

わたしの京都 渡辺博

鳥辺山 加堂秀三

東京・ながい夢 猪瀬直樹

銀行消滅 広瀬仁紀

風の言葉 諸井灘

小説万華鏡 種村季弘

置き去りにされたマリア 萩療薬ヂ

君主縫・生活

料理をたのし む 私 の 方 法 吉 沢 久 子

住まいのすてきな模樺替え

岡部史子

伝えたい家庭の味 村上昭子

サラリーマンアパシー 延島信也

ぼくらはハウスハズバンド

W'  R'ピア

社会科学・その他

母由ある反抗

2001年 への旅

総理 大 阪 の権力と陰謀

翻論二千年の埋葬

21世紀の亭主たち

誰 も 解 か なかった古事記

山田久延彦

※掲載した図書は購入した図醤のー

の視聴覚資料や映写機等の賛し出しを行って

いるロご利用を。

・対象事業所、自治会、子供会等

・貸出点数と期間 16ミリ映画フィルム 上映

時間 3時間、貸し出しは 7日以内。瞬写機

等機材貸出点数2点以内、貸し出しは 5

日以内。

;-10月 1日から 1月までとども室の改棒

工事を行う。工事期間中由こども室のサ

ービスは、 2階由貿出賓となるので、ご

了承を。

会開館時間

・費出葉、委参考案

ヅく~日曜日 9 時~16時50分

〔金曜日のみ 9 時~18時50分)

.こども室

火~こた瞳日 日時~16時50分

日曜日 9 時~16時50分

合体輯臼 垣遡月曜日、月末、 9 丹 22 日~10
月 8日(特別整理期間}、 10月四日

食器司盤韓 〒 254揖間町12-41 電話31-

0415 

台博物輯〒 254境問町12-41 電話33-:定員青年15人〈申込制〉

5111 

すどデ::tカメラで湾発見

ビデオカメラを基礎から学ぶ。

合日程 10月 7 日~28 日 0)毎混土曜日と 10Jl
22El臼)、全 5自

時間四時~21時 (10月 22日のみ13時-17
時)

ー定員 青年20人〈申込制〉

女体描居 留週月曜日、 9月23臼、 10月日目

的集立膏昨年舎舘

守 254浅 間 町 12"-41 電 話 32ー

女体堅実学聖書 f巣草蓄を作ろうj

シジュウカラ用の巣箱を作って、高勝山に

ヵ、(:7 (~t子く。

・日時 10月ヱ白(臼) 9時'30分 -16時

・定員 20人(小学校 3年生以下は保謹者向

伴) <抽選〉

'申し込み 9月25Eヨまでに往誼はがきで

会視耳車交ライブラリー

揖聴覚ライブラリーでは、映顧フィルム等

7029 

合初Jt:;.者社交ダンス議室雪会

ブルース、マンボ、ジルパ、ワルツなどを

背う0

・日程 9月 22日~同月 27日の毎週金曜日

会 6回

場時間 19碍~20時30卦

・定員 管 卑 (30麓まで) 15人〈申込制〉

食事君，心者主草案教室霊

写真を基礎から学ぶ。

・臼程 9 月 22 日 ~10月 13 回目笹遇金電日と
10月 8日(臼〉、全 5囲

・時間 19時~21時 (10月 8 臼田み13時~17
時〉

す自然観察会

丹沢田ブナ林を訪ねる。

・日時四月四日(出) 8 時~17時

・コース 事野市大宮 大意思担鍋割山稜

。ニ股華野市大倉

・定員 30人〈抽選〉

・申し込み 9月30日までに往揮はがきで

すプラネタリウムf太陽母なる獲j

地球にも少なからぬ臨響を及ぼす太陽の活

動を、今年目 3月の出来事を追いながら見て

みる。 (----11月 5日〉

女体輯潟 毎週月曜日、 9月23白、月末、 10

月10日

寄贈品コナー

「竹と生活展j 9 月 21 日 ~10月 29 日
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げた方は対象とならなしL
瞳接撞方法 市内の医曜機関で接撞

できるむで、接環日は医師とご相

談を。

調料金無料

醸保険証、母子館長提子離を持害

〈ア〉

骨揮髄センター

中翠34-17 電話34-0311

駅前パスターミナル 5番組 中型

経由日向同行または諏訪ffiJl霊由市

民病院行「医撞セン者一前」下車

骨平嘩保瞳用

豊扇町 6~21 電話32-0130

駅前パスタ ミナル 2番綿費野

行「追分」下車

瞬対象 2費 6か月までの乳幼児

醐 会 場 平 塚 保 瞳 所

醒棺説臼 10月 2呂、 16日

臨時間今前 9時へ 10時(受付)

盟申し込み電話で平塚樺韓所へ予

約する。

醐対象 3か fj以上4揖未満の乳幼

見。 6週間以上の間隔で 2回受口

る

鶴受付時間午後 2 時30分"~ 3時

※の会場は午後 2 時~3 時

[10月1
11回 全島公民館、※岡崎公民館

12日 中原公毘賄、※金田公民館

13B 神間公民館、楽域島公民館

17日 花水公民舘

18日 旭北公民館、※中央農協七沢

支所

19日 福祉会館、※豊田公民館

20 日 大野公民館、横内公民館

27日蝶蝶センタ

生後10か月から 1歳米満の乳幼児

が受ける健鹿詐査。くわしいことは

平塚保憧所へ。

韓母子憧高乎櫨本冊・~']冊、筆記用

具、歯ブラシを持参

[3か月児〕

均 10月 4 日冗年 6 月 1 日 --~10日生

• 10月18臼 元年 6 月日目~20日生

・10月25日 元 年 6R21日~30日生

い識6か刃先]

・10月 3日 63年 4 月 1 日~10日生

・ 10月 17臼前年 4 月 11 日~20日生

野 10月24日 63年 4 月 21 日~30日生

。嘩児]

・10月 5日 61年 8 月 1 臼~10日生

・10月四日 61年 8 月 11 日 ~20日生

・10月26日 61年 8 月紅白~31日生

盤 欝 1期対象は 3か月以上 4麓未

満田乳幼児。 3週間から 8週間の

間隔で 3@]受ける。

曲第 2期第 1期の 3回忌の接種日

から 1年以上 1年 6か月以内に 1
田受ける。 5購 6か月に連する

まで受けられるが、 4読までに終

了することが望ましい。

輔開業医、病院で接種できる。接積

日は医師とご欄設を。

醐料金需料

盟保険証、母子鵠摩子帳を持参

離対象百臼 ぜぎ の予 防接 種を 受け

る必要のない乳幼児。

・第 1期 3か月以上 6麗未調の乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

3田空ける。

・第 2期第 1期む 3由自の接撞己

からミ年以上 l年 6か月以内に 1

回空ける。

臨接撞方法市民病院・共済病院の 盟対象乳幼児

みで年聞を通じご謹種できる。接 関相談日 註選本曜日

種目は両病院にご相誌を 。鐘時間 午前 9 時30分~10時 30分

盟料金無料 l 闇会場保憶センタ}
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。

輯

っ

て

く

だ

さ

い

女

子

用

奈

7

f

i

、
〈
〉
韓
り
ま
す
男
子
用
衣
紐

(
1
1
2
(
2
費
用
)
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア

(
8晶

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
せ
が
農
用
)
、
食
卓
セ
ッ
ト
、
子
性
用
食
卓
女
子
、

5
捷
男
子
)
、
応
接
セ
ッ
ト
、

増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
た
と
き
に
い
す
、
ザ
f
ド
テ
ー
ブ
ル
、
セ
ミ
ダ
ブ
小
型
冷
蔵
庫
、
ス
ポ
ツ
型
自
転
官

は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
ル
ベ
ッ
ド
、
都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
華
、
ヱ
(
剖

3
訂
引
ン
)
、
京
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

にご
合成洗剤 j

サラダ泊 1700g

しょうゆ 11 Q (パック)
ドイレツト!
ペーパ -l出問(12個)

蘇 開 1100g (モモ肉)

鶏 卵 IM10関(パック)
さ け 1100g(切り畢)

じゃがいも 11kg(男爵)

ほうれん草 11挺
み そ 11kg(赤みそ袋入}

砂 糖 11埠(上白糠)

貴 パ ン 11斤

灯 油 118Q(配達)

ガソリン 11 Q (現金)

157内

167月

259円

214円
231Pl 
34lf~ 

243月

154丹

145丹
167円

229内

157丹
199円

345円

243月

152向
田3阿

122Pl 

ザ

日待 1O}守 413 (水)午後6時

会場パー}!Iレーン
競技方法事業所対抗 1チーム 3人 40チーム

申し込み

。平揮地主主労 平理地区労互助会館

乞密22-5279

・平嘩地夜間盟 日産車体労働組合

笠雪21-7140

*官公庁商連平揮高ヱ会議所

安雪22-2510

※問い合わせ勤労会館雷32-3355

一動物は愛情と重量姪をもって警てようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。飼い主

の方は 、 次 の こ と を よ く 守 っ て他人に迷惑を

かけないようにしよう。

@近 所に迷惑をかけない心配りを

@ 必 喫なければ本紙、去勢手摘を

①犬の教会歩は、必、ず fふんの始末Jとはi苦言

鱗の軍曹F暫Jを

@犬の主主し銅いは危険。絶対にやめよう

担当健 康 課



く8)

3

会
社
や
学
校
か

f
i
ら
の
帰
り
の
夜
遂

に
、
町
出
犯
灯
の
明
り
が
あ
る
と

心
強
い
も
の
で
す
。

防
犯
灯
に
は
市
で
設
鐙
し
た

も
の
と
、
自
治
会
で
設
澄
し
た

も
の
が
あ
る
と
開
き
ま
し
た

が
、
そ
の
剖
割
合
や
区
別
の
仕

方
、
ま
た
蛍
光
灯
が
切
れ
て
い

る
場
長
に
ど
う
一
す
れ
ば
よ
い
の

か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
畑
職
内
藤
典
子
さ
ん
)

、L
J
U
一
妨
犯
灯
は
、
夜

バリ
i

間
同
運
行
さ
れ
る
方

の
安
全
の
確
保
と
犯
罪
を
防
ぐ

役
目
安
果
た
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
幹
線
道
路
、
生
活

道
路
、
行
き
止
ま
り
道
路
、
私

道
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
道
路
が

あ
り
、
そ
の
通
行
嚢
や
濁
辺
の

状
況
に
よ
っ
て
、
市
と
自
治

会
a

町
内
会
で
そ
れ
ぞ
れ
設
憂

し
て
い
ま
す
。

守
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

中
願
書
受
付
日

m
H
2
日
(
月
)

午
前
9
時
却
分
S
午
後
4
時

マ
同
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

{
紋
磁
準
翁
鱗
爾
金
}

マ
期
臼
日
月
5
日
(
口
口
)

マ
会
場
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
前

申
し
込
み
は
、
消
防
本
部
予
防
課

(
内
緯
一
一
一
九
一
)
へ
。

〔
平
の
A
官
。
苧
滋
入
門
鱗
濁
金
〕

マ
日
程
日
月
5
日
l
U月
目
白
の

毎
連
木
曜
日
・
全
7
E

・
時
間
午
後
6
時
四
分
S
8時
間

本

J
4
ノマ

定
員
却
人
(
先
着
踊
)

{
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
7
1ん〕

マ
日
程
叩
月
日
臼
1
幻
自
の
毎
週

火
、
金
曜
臼

:ts閉

・
碍
間
午
桂
1
持
却
分
1
4
時

マ
内
容
請
輔
、
福
祉
施
設
見
学
、

体
験
学
晋
ほ
か

マ
定
員
叫
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
壕
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
回
j
一一一一一

一
二
三
)
へ
。

一
学
綾
田
開
放
議
疫
が

7
日
韓
日
月
7
日
1
U月
9
日

の
毎
週
土
曜
日
・
全
油
田

・
時
間
午
後
1
時
四
分
1
3時
却

? 

分マ
会
場
大
帯
高
等
学
校
会
議
室

マ
内
容
郷
土
を
中
心
と
し
た
地
域

の
人
と
自
黙
と
文
北

ιつ
い
て

ヤ
定
員
叫
人
(
先
着
踊
)

マ
申
込
先
県
立
大
磯
高
等
学
校

(
電
話
出
1
0
0五
八
)

県
立
平
塚
盲
学
校
(
電
話
担
i
O

九
四
八
)
で
は
、
担
覚
に
障
害
の
あ

る
方
や
調
覚
に
障
害
の
あ
る
万
の
た

め
に
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

(
団
体
)
に
図
書
館
を
開
故
し
て
い

る
。
ご
利
用
を
。

マ
開
放
日
毎
週
呂
曜
日
の
午
前
日

時

I
午
後
4
時

川
そ
テ
ー
マ
に
車
ま
れ
た
自
黙
の

中
で
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
や
自
然
襲
謀

な
ど
を
行
う
ふ
れ
あ
い
ウ
4
4
1
ク
が

開
催
さ
れ
る
。

マ
日
時
日
月
四
日
(
臼
)
午
前
日

時

1
マ
会
場
松
田
町
立
忍
田
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

マ
募
集
人
員

8
コ
ス
(
各
二
百

1
一
ニ
巨
人
)
計
二
千
人

マ
コ
!
ス
①
キ
ラ
メ
ク
紅
葉
②

典
の
古
道
③
i
A
S
H
E
G
A
R
A

自
鼎
③
怒
議
絶
景
⑤
ス
ポ
ー
ツ

番号を交通安全課へ

市
自
民
の
安
全
を
守
る
妨
犯
灯

⑤
ク
イ
ズ
⑦
体
力
・
健
脚
③
美

し
い
穂
句
川

マ
安
加
費
無
料
(
パ
ス
利
用
コ
ー

ス
は
パ
ス
代
部
負
担
)

ヤ
申
込
期
間
同
月
1
日
(
日
)
1

1
月
6
日
(
月
)

マ
申
込
方
法

η
円
切
手
を
は
っ
た

返
活
用
封
楕
(
注
所
・
氏
名
を
記

入
)
を
問
封
し
守
山
横
浜
市
中
三
日

本
大
通
り
お
県
教
育
庁
体
育
課
内

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
事
務
局
(
議
話

。
四
五
l
-
O
一
一
一
一
内
線

七
一
一
七
九
)
へ
。

会

中
日
時
同
月
5
日
(
木
)
午
前
日

時
回
分
ら
午
後
3
時

守
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
参
加
枝
江
腸
・
巻
日
野
・
浜

岳
・
大
野
e

土
沢
時
金
坦
・
中
腹
・

大
住
-
金
目
・
構
内
・
旭
陵
中
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
指
導
室
(
内
規

五
二
七
)

交
通
事
故
、
さ
ぎ
、
お
ど
し
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
た
た
め
審
桑
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
容
疑
者
を
裁
判
に

か
け
て
も
ら
え
ず
不
審
に
思
っ
て
い

る
方
は
、
ご
相
訟
を
。

詳
し
く
は
、
小
田
館
検
察
審
査
金

事
務
届
(
電
話
O
四
六
五

i
担

六

八
六
〕
へ
。

閣
醐
昔
前
教
室
を
明
開
く

?
日
時
日
月
7
R
(土
、
午
前
9

時
部
分
j
t
i
J
U

時
加
分

守
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

V
講
師
横
浜
菊
花
会
内
田
孝
一

足z
 

v内
容
菊
の
種
類
と
楽
し
み
方

円

v
問
い
合
わ
せ
先
県
湖
南
麹
宰
相

談
セ
ン
タ
!
(
電
語
口

1
0五
九
一
二
)

}
慰
労
口
問
の
ゆ
鵠
締
役

厚
生
省
白
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
に
よ
り
、
恩
給
が
受
け
ら
れ
な
い

方
の
中
で
外
地
等

r勤
務
し
た
経
験

が
あ
り
、
か
つ
加
重
年
を
含
め
た
在

職
年
が
3
年
以
上
白
ι

方
に
害
状
を
、

さ
ら
に
叩
麓
以
上
む
方
に
は
鑑
杯
が

贈
ら
れ
る
。

ま
た
、
戦
桂
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に

お
い
て
強
制
抑
留
中
に
死
亡
さ
れ
た

方
の
遺
族
に
対
し
慰
労
品
が
贈
ら
れ

る
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
社
会
課
管

理
保
(
内
線
二
一

O)
へ
申
請
を
。

あたたかい

コ
カ
コ
ー
プ
ポ
ト
リ
ン
グ
平
塚
道
業

所

γ
一一万一一白ハハ
f
円
、
高
本
医

院
五
千
八
百
七
十
円
、
摺
戸
京
子

五
千
円
、
グ
リ
ー
ン
サ
ウ
ブ
一
一
下

↓
月
十
七
円
、
平
田
ら
よ
子
一
一
千

円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
賭
紹
介
所

一
万
円
、
ご
み
減
量
化
時
人
の
会

八
千
八
百
六
十
円
、
前
名
万
問

中
革
ま
れ
な
い
子
へ
-
融
崎
鮪

↓
一
平
円
、
宮
沢
孝
一
手
円

マ
社
金
時
惜
し
祉
へ
・
磯
崎
輝
犬

千
円

マ
交
通
遺
児
へ
・
泉
栄

ーP
 

下
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室=叫恥=叫昨日〉州伽=州日〉川河仲<;::>-<1'1ト<;>."tIll，.<:>吋蜘=

お し しとらーを挟 申ザ1_J /宜暗晶、 生こた 大手につく い姉
主草 T さした言受年し画高しつ - /，謡綴緩滋翼民 にが日寺 T きをもい、姉で妹 T

去ド士 。持品計料品鋭麟問、子日姉主計守主
れ杯、 交謹終ごた年室紙品格革苧議場3 てよ芸術っそ式まはさ で高

で T 際 ii:っしり生しを Q主妹二f多九ぷイ縄務0""' 潤う見学てもで 1

るたし子 を専りた、のた警戸拡属if 、、.....~ '¥)a{l もに道二いら、たつ時

21 行535居。;鞠構鍔議器更をき212号品2主主
紛さ さ めかれがべ間 際#時弘 ，...齢、 d能"鏑h 窓、高十こなたま十す後が っこ
らを び まらか、りか をI:.={."農家主義厳司:::島佐詩宗監い校あつ。ま分るに強 選人

目りも昨日 τ弓?網棚駅23553;?わ駐し計上宗主主

立民問守ヰ誌t思春轄の時び 5553i守時同日
必、こ、平い自動ベしに も状り悪な食始やしタ。んの

票富存量昔 話君是正喜警主主主目 君主竺主翠お騒ぎ区長さ主主雪玉 宅子
雲事首選交 主主造語。ぞお雪在京書会警宅警ヲ童九是主宗主ど五五 互利
ょにす薙の 気iーす亭 て別がから一、、言一原言でに 、の舟IJ 0 心，号、先 てそ
うもるでと骨 れ生こ欽 しれ、つ満小 T え際わ、よ とはを でっ輩 しの

ス
ポ
!
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
凶

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
僅
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ツ
振
興

財
局
(
軍
司
詰
話
。
一

O
一一)へ

E

(
敬
称
略
)

寸
ス
ポ
ー
ツ
握
興
護
金
へ
・
坦

南
、
旭
北
地
区
体
育
接
興
会
一
万

円
、
よ
原
哲
也
一
二
万
一
一
一
百
三
十
七

円
、
高
砂
香
料
工
業
水
泳
部
一
万

円

量

入

4
j
u
y
/鋒

器
、

r
J
/
断

り

伊

ぷ

μ

稔ト

M
d臼
メ
稀
/

み
ど
り
基
金
は
、
蟻
化
団
体
白
助

成
な
ど
に
使
ね
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
ね
せ
は
、
公
蜜
蜂
地
課
掃
一

政
慌
(
内
綿
五
九
一
)
へ
。
一

(
敬
称
略
)

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
平
塚
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ピ
ル
一
二
十
万
円
、
大
震
昇

万
円

()郡豊

9 fj 19 

(会く)車尺ゴヒ口、

20 ，ヲ (7，~)' 26 

日(火)紅お

ノV一一 Jレロ一一

ド、 27fl(;jく)

駅北口、 1()月

10日(火い 15

日(臼)総合公匡富 ※時間10時'"'-15日季、 9月四日の
み 13時-----15時

く〉ご協力ありがとうございました(8，EJ) 敬称略

東京電力平塚工務所、農協教育センタ一、、戸塚合

同庁舎、富上スーハー徳延沼、平埋薬剤富市会、日産
車体、三共、住友重機寸業(以現体のみ)

混
在
、
防
犯
灯
は
市
が
約
五

千
灯
、
自
治
会
・
町
内
会
で
約

六
千
五
百
幻
設
出
血
し
て
い
ま

す。
市
の
防
犯
灯
に
は
平
塚
市
の

名
称
と
番
号
が
あ
り
ま
す
の

で
、
も
し
点
灯
し
て
い
な
い
と

き
に
は
、
そ
の
一
番
場
を
市
役
所

交
通
安
全
課
(
内
線
二
五
五
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
治
会
等
が
管
潔
し
て
い
る
防

犯
灯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
呂
治

会
等
へ
お
綴
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
い
た
ず
ら
な
ど

に
よ
り
紡
犯
灯
が
壊
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
街
を
開
明
る

く
し
、
犯
罪
を
紡
ぐ
た
め
に
も

紡
犯
灯
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

く
よ
可
つ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
(
交
遜
安
全
耕
輔
)

諜
市
へ
の
こ
要
望
、
ご
意
見
な

ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
諌
広
聴

係
(
内
線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
慣
わ
れ
る
。
ご

協
力
母
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
嘩
市
社
会
福

祉
協
議
会
{
霞
話
回
二
一
一
三
一
一
↓
)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
投
金
議
祉
護
金
へ
。
中
村
缶
五

郎
二
千
六
倍
一
一
一
十
四
円
、
花
水
地

区
南
部
長
寿
会
五
手
九
百
三
円
、

橋
本
幸
子
…
一
千
七
百
十
円
、
高
野

災
弘
一
千
円
、
ロ
人
会
一
千

円
、
全
日
本
舞
踊
連
合
会
十
万

円
、
向
笠
伸
四
千
九
十
円
、
平
場

賞
蹟
部
五
千
円
、
榔
心
合
五
千

円
、
花
月
兼
莞
八
十
万
円
、
富
士
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